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【技 1-20-4】 

コンクリート、アスファルト類の処理 
 

【基本的事項】 

 コンクリートがら及びアスファルトがらは、震災に関わらず、日常的に建設工事から大量に発生し

ており、建設廃棄物の中でも最もリサイクルされている品目である。また、単体で分別・保管しや

すい。 

 これらの再資源化施設は、古くから全国的に整備され、コンクリートがらは再生路盤材や埋め戻し

材として、アスファルトがらはアスファルト原料として広く再利用されている。 

 また、事業者自らが工事現場内に移動式破砕機を設置して、再利用するケースも多い。 

 災害後の復旧・復興工事においては、埋め戻し材として欠くことのできない建設材料であり、発生

量がほぼ全量被災地内で再利用される可能性が高い。 

 運搬にあたっては、過積載にならないよう適切な量を積み込むよう心がける。 

【処理フロー】 

コンクリートがらやアスファルトがらの再資源化施設は広く全国に整備されており、発生地近郊の既

存施設を有効に活用することが望ましい。発生量が多い場合には、移動式破砕機等を仮置場に設置する

ことも可能であり、直接建設工事現場で再利用するケースも考えられる。以下に処理フローを示す。 
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図 コンクリート及びアスファルトの処理フロー 

 

 近傍に既存の中間処理施設が存在する場合は、仮置場にて分別・保管後、既存の処理施設へ運搬し、

破砕後に粒径調整した後、再利用する。 

 被災状況及び発生量とのバランスの関係で周辺の既存の再資源化施設を有効に活用できない場合

で、仮置場に破砕機を設置可能な場合は、仮置場において破砕後、直接、各種建設工事に再利用す

る。 
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表 コンクリートがらの利用用途及び中間処理方法 

 

出典：「災害廃棄物分別・処理業務マニュアル」（2013 年、廃棄物資源循環学会） 

 
表 ＡＳ再生骨材の品質 

 

出典：「舗装再生便覧」（2010 年、日本道路協会） 

 

【留意点】 

 コンクリートがら及びアスファルトがらは、利用用途が必ずしも一致しないため、個別に処理する。 

 建物を解体撤去するときは、スレート等の石綿含有建材が混入しないよう注意しなければならない。

またガラス・レンガ等の異物が混入しないよう選別を徹底する。 

 有筋と無筋のコンクリートがらはそれぞれ別々に保管する。 

 仮置場に破砕機を設置する場合は、建設現場で広く利用されている移動式破砕機が便利である。 

 有筋のコンクリートがらや、破砕機に直接投入できない大きさのものは、専用の重機で圧砕（小割）

する。 

 


